
～　平成２８年中の交通事故死者数の特徴　～

交通企画課

事故に遭わない！！起こさない！！　交通安全は県民一人ひとりの心掛けから！！

広島県警察本部

2017.No1

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

件数 19819 17705 17303 16546 15697 14849 14370 12479 11152 9763

死者数 132 128 142 127 113 125 116 117 95 86
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１ 人傷事故発生件数及び死者数（過去10年間の推移） 

 平成２８年中の発生件数，死者数ともに減少しました。 

 発生件数は平成１９年に比べ，約半数に減少しており，死者数は統計を取り始めた昭和２３年以降， 

過去最少でした。 

２ 交通事故死者数の特徴（平成２８年中） 
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25 四輪 二輪 自転車 歩行者

19歳以下 3 1 1 1 6

20代 5 3 0 0 8

30代 3 3 1 3 10

40代 2 2 0 2 6

50代 0 2 1 1 4

60-64歳 1 1 1 2 5

高齢者 15 2 5 25 47

総計 29 14 9 34 86

平成２８年中の死者数各年齢層の状態別 

 平成２８年中は全死者（８６人中）の半数以上が高齢者（４７人：５４．７％）と他の年齢層より 

死者数が多いことが分かります。 

 高齢死者は歩行中が最も多く，全歩行中死者の中でも約７割（７３．５％）を占め，高い割合です。 

各状態別の事故類型 

四輪 二輪 自転車 歩行者 総計

横断中 0 0 0 19 19

横断以外 0 0 0 14 14

正面衝突 9 2 2 0 13

出合頭 2 4 2 0 8

右左折時 0 3 0 0 3

単独 16 4 3 0 23

その他衝突 2 1 2 0 5

列車 0 0 0 1 1

総計 29 14 9 34 86

横断中・単独 

が多い！！ 

横断中は「信号なし・交差点」 

単独は「信号なし・単路」 

が多い！！ 

横断中・単独事故の道路形状別 
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